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はじめに
　学校という場には多くの集団が存在する。学
校の授業は通常、学級という集団で行われる
が、この学級という学習集団もまた、そのとき
そのときの児童の活動によって、二人であった
り、少人数のグループであったり学級全体で
あったりと様々である。こういった集団が形成
されるのは、児童が自然に集まってできるとき
もあるが、教師による「となりの人と相談して
やりなさい」「班になってやりなさい」というよ
うな指示によるときもある。教師は普通、「～し
ましょう」あるいは「～しなさい」といった、与
える課題あるいは行わせる活動を児童に示すと
き、同時にそれを行う集団の形を児童に指示す
ることが多いように思われる。
　教師が児童に対してこのような指示を出すの
は、授業を進めるのに都合が良く、学習効果が
あるからというだけではなく、その活動形態に
よって何かを、例えば自分なりの意見や協調
性、あるいは自主性などを得たり、身につけた
りすることができ、集団によって人間的な成長
も促すことができると考えているからであり、
また児童も一人ではなく、誰かとすることで
「楽しい」という気持ちに限らず、何らかの快感
情が得られるために、集団を形成するのではな
いだろうか。
　他の教科と同様に、音楽の授業でも様々な集
団形態が見られる。学級を二つに分けて輪唱を
したり、パートやグループに分けて合唱・合奏
をしたり、二人でリコーダーの練習をして聴き
あったりする。すべての活動を学級全体で、あ
るいは個人だけで行っている授業は皆無といえ
るのではないだろうか。しかし果たして、その
授業でしばしば用いられるその集団形態で音楽

的活動を行うことは、本当に児童にとって楽し
い、快いといった感情をもたらしているのだろ
うか。
　現代はかつてよりも社会全体が急速に変化
し、また核家族化が進む中で子供たちは人付き
合いが苦手になっており、それによっていじめ
や家庭内暴力、不登校といった弊害が増加えて
いるといわれる。こういった現状の中で学校教
育の見直しが行われているが、普段学校で行わ
れている授業で楽しい音楽の授業を行うために
は、どういった集団で行うのが望ましいのだろ
うか。
　本論文は、楽しい音楽の授業のためにどのよ
うな集団形態がより望ましいか研究する。この
ことから改めて、学校・学級といった、児童の
集団としての形を見直し、音楽の授業の在り方
を考えたい。

第一章　集団
第１節　集団について
１、集団とは
　「集団」とは、「①多くの人や物のあつまり②
（group）規則的・持続的な相互関係を持つ個体
の集合。団体。」（広辞苑）　という意味である。
また、田中熊次郎氏は、「集団とは二人以上の個
人の心理的相互関係の集合システムであり、変
容可能性を内在しているものである。」（注１）
と、集団の心理学的定義づけをしている。

２、集団構造
　集団は、集団を構成する人々（成員）の相互
作用の体系であり、これを維持するには比較的
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安定した組織が必要とされる。つまり、「一定の
環境下で複数の人びとの相互作用が反復維持さ
れるように社会的行動を誘導しそれを維持し規
制する要素が組織かされた状態」を、集団構造
（group   structure）という。（注２）
　集団構造は、報酬、地位、役割、規範という
下位体系要素から構成されている。これらの要
素は、以下のように構成されている。最初に報
酬の体系によって個人を集団成員として定着さ
せ、集団目標の達成へとかりたてる。そして地
位体系によって人間関係を安定させ、集団的意
思伝達を可能にする。役割の体系は、集団機能
の分担であり、分業の体系でもある。規範の体
系は、集団生活のためのルールと、集団成員に
共通した価値判断の組織化されたものである。
これらの体系が集団の目的達成や外的環境への
適応に関連づけられて組織化される場合は公式
構造、人間関係の維持や連帯の維持に関連づけ
られて組織化される場合を非公式構造という。
　児童が自然発生的に集まってできた集団は、
非公式構造によるものが多いと考えられる。

３、個人と集団の関係
　個人と集団の関係は様々である。例えば、あ
る児童がその集団の中で中心的な役割をもって
いたならば、その児童はその集団の実質的な成
員であるといえるし、反対に名義だけ外面的に
所属しているような場合のときもあるだろう。
逆に、集団がその児童を受け入れているときが
あれば、疎外している場合もあるだろう。
　一般に、一つの集団でも外面的な関係構造と
内面的な関係構造とは必ずしも一致しない　
（注３）とされている。例えばある学級を見て
も、外面的にはまとまっているようでも、実は
その中で対立していたり仲間はずれがあったり
する。そのため、教師は児童集団の一面だけを
みるのではなく、さまざまな角度から児童に対
する認識をもつ必要がある。

４、対人関係
　集団における個人と個人との心理的な関係の
こと（注４）を、対人関係（in t e r p e r s on a l
relations）という。学級内の対人関係としては、

教師と児童との関係、児童同士の関係がある。
学級内の対人関係は、それぞれの児童の行動を
決める。それはまた、学級の雰囲気や、授業に
も影響することがある。そのため、学級内の対
人関係は、重要な問題である。
　学級内の対人関係を調べるには、ソシオメト
リックテスト（sociometoric test）を使う方法が
あり、これによって教師は学級内の結合的関係
（良好な関係の維持を希望する関係）や対立的
関係（敵対する関係）を把握できる。
　小学校低学年では、友達を選ぶ理由として、
家が近い、通学路が同じ、教室での座席がとな
りどうし、班が同じといった理由が多いよう
だ。しかし高学年になると、尊敬できるといっ
た心理的な要因が理由としてでてくる。
　対人関係の把握は先にも述べたように、普段
の学校生活において、教師にとっても児童に
とっても最も重要な事項の一つであるといえ
る。

５、現代社会と集団
　現在の社会では、個性化・個別化が進む中で
各個人が多種多様な価値観をもったように、社
会に存在する多くの各集団も様々な特徴をもっ
ている。
　人間には「所属の欲求」というものがある。
そしてまた、生まれたときすでに「家族」とい
う集団の一員であるように、人間は人間らしく
生きようとするならば、集団に所属することな
しに生きていくことは不可能である。しかし先
にも述べたように、現代は各自の価値観が多様
化しているために、他者との協調ということが
できにくくなっているのではないだろうか。ま
た、個人が集団と協調していくことが困難に
なってきていると同時に、その集団のもつ特徴
によって、集団が個人から離れていってしまっ
ているのではないだろうか。個人と集団との関
係は、現代社会に生きる以上、断ち切ることの
できない関係である。教育の役割は、児童の個
性の伸長と同時に社会性を養うことでもあるの
だから、個性化重視の教育はそれ自体悪いこと
ではないが、方法を間違えるといわゆる「木を
見て森を見ず」の状態になってしまう。
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６、現代の集団における音楽
　かつて子供たちは、家庭だけでなく地域やそ
の周辺などの人々の中で育てられていた。地域
共同体に根ざした大人たち、あるいは年長者・
年少者との結びつきの中で成長していた。しか
し、高度経済成長がもたらした急速な変化に
よって地域は姿を変え、家庭では核家族化が進
み、子供を取りまく環境は現代でも急速に変化
し続けている。かつてのものとは大きく異なる
人間関係の希薄化は、いじめや不登校のような
問題を生み出しており、教師には、様々な問題
を抱えた子供たちにどのように対するべきかと
いうはっきりとした答えはまだない。
　現代、さまざまな心理学に関する本が出版さ
れたり、あるいはアロマセラピー（芳香療法）
のように「癒す」という行為が一般的に流行し
ているのは、人間関係が複雑な『ストレスの時
代』（注５）である現代に生きる人々が、その心
の安らぎを求めているからなのであろう。そし
て音楽もまた「音楽療法」のようにその果たせ
る効果を期待されている。
　岡本啓氏は、音楽の持つ以下のような機能・
性格が、音楽療法の治療効果を発揮させるとし
ている。（注６）
　①言語によらないコミュニケーション（ノ
ン・バーバルコミュニケーション）としての機
能・・・音楽は、言葉では十分に伝えることが
できないような複雑な感情や情　緒を相手に伝
えることができる。自己表現が苦手で防衛心の
強い現代の子供たちに　とって、この機能は、
子供たちに警戒心や恐怖心を抱かせることな
く、友情の輪を　広げることを可能とすると同
時に、教師と児童・生徒との間の信頼関係の確
立にも　有効であろう。
　②音楽がもつ「適応の豊富さ」・・・音楽は、
個人にも集団にも、大人でも子供で　も、少年
にも少女にも、同じように効果的に用いられ
る。また音楽は様々な活動と　適応し、活動の
中心となり、他の活動の背景ともなり得る。こ
うした性格は、生涯　教育としての音楽教育の
可能性や、カリキュラムの統合や融合への音楽
の活用の可能性を示すものである。　
　③「孤独感からの解放」・・・音楽は人間の情
緒に直接働きかけ、悲しみをそっと　慰め、喜
びを一層引き立たせてくれる。音楽を演奏した

り鑑賞したりすることで人　間の心は満たさ
れ、少なくとも、音楽活動がなされている間は
孤独感が追放される。現代の若者たちの心は、
疎外感にさいなまれている。そんな時音楽は、
若者たちの心に優しく働きかけ、気分を転換さ
せ、心の苦痛を忘れさせる助けとさえなるので
ある。
　④音楽が「親密感」を生み出す・・・音楽は、
人を脅かすことなく安心感を与える。愛情の表
現としての音楽は、教師と子供とのコミュニ
ケーションに、最も効果的な手段となる。音楽
によって築き上げられた教師と子供との一体感
は、確かで揺るぎないものであろう。また、子
供たちが、互いに歌ったり演奏したりすること
によって、子供同士の親密感が生まれ、それが
仲間意識や連帯感へと発展すると予想される。
　⑤「演奏による満足感と達成感」・・・音楽活
動は、人間が失いつつある実体感を呼び起こ
し、個人と集団に満足感を与える。それどころ
か、”楽器の演奏ができた”とか、“一つの曲目
を完成させた”とかいう達成感は、人間の生き
甲斐にも通じる貴重な体験なのである。
　これらのうちの①、④、⑤の性質は特に、集
団のなかでの子供たちにとって有効なものとし
て挙げることができるだろう。

第２節　学校教育における集団
１、学校における集団
　学校という場所は、学校教育としての場以外
にも、地域の人々の活動の場であったり、社会
教育の場であったりするため、児童や教師以外
にも多くの人々が集まる。人が集まってできる
のが集団であるのだから、学校は多くの集団が
存在する場所である。
　その中で特に学校教育の場としての学校とい
うことを考えると、そこには教育の主体となる
児童が多く存在し、児童の集団が存在する。学
校は児童を学習活動にかかわらず、学校生活の
ほとんどを集団を基盤として行動するようにさ
せる。学校における主な児童の集団はさまざま
であるが、それらの集団は以下のように分けら
れると考えられる。
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（１）内的条件による集団　
　仲の良いもの同士、気の合う友達同士が集
まってできるグループや互いに信頼しあってい
る仲間のように、自らの欲求によってできる集
団
（２）外的条件による集団
　①目的・活動の違いによる集団：クラブや委
員会などのように目的・活動によって集
　　まっている集団
　②生理的・身体的条件による集団：性別や生
年月日で分けられる男女別、学年のような　　
身体的条件の違いによって集まっている集団
　③社会的条件による集団：住んでいる地区な
どで分けられる登下校の集団のような、　　　
児童の社会的条件によって集まっている集団
　④便宜上の集団：学級、班のように学校教育
を円滑に行うために集団の構成人数などで　　
便宜上集まっている集団
　例えば、音楽の授業で教師が児童に「好きな
ように集まりなさい」と言って集まった集団
は、（１）の集団であり、「４人で好きなように
集まりなさい」と言った場合は、（１）に④の要
素が加わってできた集団といえる。
　音楽の授業によく見られる集団は主にこの２
種類であると思われる。

２、集団凝集性
　教室に限らず、児童の集団は一度できるとそ
のメンバーは、そう頻繁には変化しない。また、
一度できたグループは目的や活動内容が変わっ
ても、例えば係り活動の内容が変わっても、同
じようなメンバーで構成されたグループができ
ていることが多い。このような集団で働いてい
る「集団凝集性（group  cohesiveness）」とよば
れる性質は、集団内コミュニケーション、社会
的影響、態度変化などとも関連づけて研究され
てきた。集団凝集性とは、集団のメンバーにそ
の集団にとどまるように作用する心理学的力の
総量のこと（注７）である。操作的定義として
は集団への魅力が用いられることが多い。集団
凝集性を高める条件として、
　・集団がメンバーの欲求を満足させること
　・集団内でのメンバーの地位が保証されてい
　ること

　・メンバーがお互いに似ていること
　・集団の社会的評価が高いこと
などがある。
　この集団凝集性が集団の生産性を高めるかど
うかはまだわかっていないが、明らかになれ
ば、児童に対する教師の接し方も変わり、授業
の方法も変わるのではないだろうか。
　また上の条件によれば、音楽の授業で例えば
演奏の発表をしたグループの場合、ほめること
で集団凝固性は促進されると考えられる。集団
凝集性が強くなった集団の場合、児童がわざわ
ざ分かれてほかの子とやってみようと思わなく
なると考えられるため、感性や考え方が乏しく
なるおそれもあると考えられる。

３、集団を構成する人数について

　教師は児童に活動の指示を出すとき、同時に
「他の人と相談しないで、一人でやりなさい」あ
るいは「班で協力してやりなさい」というよう
に活動を行う人数を指示するときがしばしばあ
る。人は何かをするとき、それが一人の場合と、
二人の場合、三人の場合、四人以上の少人数の
場合、大人数の場合ではそれぞれ行動や考え方
は全く同じではない。一人の場合は考え、決定
し、行動することはすべて自分で行い、不満足
な結果になったとしても責任は自分の元にあ
る。二人の場合はお互いに共同して活動し、意
見が異なる場合でも、一対一の関係で力関係は
同じであると考えられる。しかし三人の場合、
三人ともに協力できればよいが、対立した場
合、力関係は一方に傾き、一方は不満足に終わ
るときもある。　（次ページ図参照）　人数がそ
れ以上になれば人間関係はより複雑になる。ま
た、自己の存在意義は人数の多さによって薄め
られ、自分以外の誰かが決定した事項に従うだ
けになることもあるだろう。
　児童の場合、大人に比べ協調性が乏しかった
り、逆に周囲に流されやすかったりし、周囲の
人間と協力して活動する時には、問題が起きる
ことが多くある。教師はただ、指導に適してい
るからというだけでグループを形成させるので
はなく、このような児童の特性を考え、活動に
会った集団の形を考えて児童に指示しなければ
ならない。



鈴木ゼミ研究紀要第8号

伊藤正子29

【二人集団＜対（pair）または  ダイアド（dyad）＞】

　　つりあっている

【三人集団（triad）】

　　第３者

　　
　　協調

　　均衡のくずれ

（語句参考）田中熊次郎：「新訂　児童集団心理学」　１９７５　明治図書　ｐ２１
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４、児童期と集団
　準拠集団（reference  group）は子供が成長・発
達するにつれて変化する。
　準拠集団とは、「個人が自分自身を関連づけ
ることによって、自分の判断や態度の形成およ
び変容に影響を受ける集団」（注８）のことであ
る。
　準拠集団は、幼児期まではほとんどの子供は
家族である。それが次第に友人集団に移行す
る。児童期では生活の一部は家族に準拠し、一
部は友人集団に準拠する。その友人集団も男女
で変わる。それは保育園や幼稚園では男女関係
なく遊んでいるが、小学校に入って学年があが
るにつれて、それぞれ同性の友達と遊ぶように
なることを考えればわかる。つまり、男子は男
子の集団、女子は女子の集団がそれぞれの準拠
集団になる。
　自分たちの友達や仲間を準拠集団とすること
は、両親などへの依存を断ち切って自立し始め
たと考えられる。

５、帰属意識（class  identification ; organization
identification）
　帰属意識とは、ある集団の成員が、単に形の
上でそれに所属しているだけではなく、生活感
情の上でもその集団を自分の集団、自分の生活
根拠と感じている度合である。（注９）
　例えば学級という集団の場合を考える。児童
生徒は年度始めにいやおうなしに、いわば強制
的に編成された学級に配属される。そのため、
学級編成のはじめは、児童の学級に対する帰属
意識は薄い。しかし、教師の働きかけによって
班長が選ばれたり、各自が役割分担をするよう
になり、全体の組織化がすすむ。また、運動会
や文化祭などの学校行事に学級として参加する
ことから集団の凝集性が高まり、児童の学級へ
の帰属意識が高まってくる。
　学校で児童が帰属意識をもつ集団は学級に限
らないことはいうまでもない。それは所属する
クラブであったり、教師に反発するグループで
あったりする。

６、授業における集団
　学校教育の根幹をしめる学習活動の主は授業
である。普通、学級単位で行う授業の中で見ら
れる集団の性格も学校全体を見た中での集団と
同様に、どのような児童がどのくらい、どのよ
うに集まったかによってさまざまである。
　授業でつくられる集団は、休み時間や昼休み
に遊んだり一緒に行動したりするような自然発
生的な集団ではなく、また児童からすれば、い
つもの仲の良い友達同士でグループになれるわ
けではなく、特に仲の悪い子がグループの中に
いたり、仲の良い子と違うグループになったり
することもある。教師も児童の望むようにいつ
も集団を形成させるわけではない。それは集団
を形成することで、集団の中で児童が相互に影
響しあい、より豊かな人間になってほしいと教
育的効果を望むからでもあるからだろう。

７、集団と授業
　では、人間同士の関係を否応にもつくりだし
てしまう集団は、子供たちに一人であるときと
どのように異なる感情をもたらすのであろう
か。
　通常、授業は講義形式で行われることが多い
が、そこに見られる関係は、教師対児童の一対
多数である。しかしそのような授業の中でも、
さまざまな形の集団が内包されている。児童に
考えさせたり調べさせるとき、多くの教師は児
童をグループに分けるだろう。音楽の授業も、
ほとんどが児童主体で活動することが多い。児
童だけで活動することで、児童を椅子に座らせ
て授業を受けさせているときよりも、教師の眼
は行き届きにくくなる。そして児童は自由であ
るぶん、受け身的で楽な状態にはなりにくい。
今の子供たちは集団で授業に参加することでど
う感じているのだろうか。
　音楽のほかに集団・グループになって授業を
行う教科に体育がある。体育の授業で行うス
ポーツの楽しさの因子は、千駄忠至、森田啓之
両氏は「スポーツの楽しさに関する研究」の中
で、普遍的因子は「親和」「承認」の因子である
としている。両氏は、この二つの因子について
次のように述べている。
　普遍的因子としての「親和」「承認」の抽出
は、スポーツの練習や試合場面における指導者
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と生徒、生徒間の人間関係や精神的な発達が影
響していると考える。すなわち、「親和」の因子
は、人間関係や信頼関係の良好な状態から得る
快感情である。（中略）
　　　　　「承認」の因子は、自分の行動やその結果を他
の人に肯定されることによって　得る快感情で
ある。（注１０）
　この研究では集団であることによっておこる
「親和」、「承認」が楽しくする要素であるとして
いる。
　では音楽の授業においては、集団はどのよう
に児童に作用するのだろうか。

第二章　仮説の形成
第１節　楽しい音楽の授業　
１、音楽教育の目標
　音楽は現代にあふれている。そして子供たち
もそれに親しんでいる。ただ、音楽が好きでも
音楽の授業が嫌いというのでは、音楽が、“心の
病”を多かれ少なかれ抱えた現代の子供たちに
どれだけ有効であっても、その効果は十分とは
いえないのではないだろうか。
　音楽科の目標は平成元年の小学校学習指導要
領に
　表現及び鑑賞の活動を通して、表現及び鑑賞の活動を通して、表現及び鑑賞の活動を通して、表現及び鑑賞の活動を通して、表現及び鑑賞の活動を通して、音楽性の音楽性の音楽性の音楽性の音楽性の
基礎を培うとともに、基礎を培うとともに、基礎を培うとともに、基礎を培うとともに、基礎を培うとともに、音楽を愛好する心情音楽を愛好する心情音楽を愛好する心情音楽を愛好する心情音楽を愛好する心情
を育て、を育て、を育て、を育て、を育て、豊かな情操を養う。豊かな情操を養う。豊かな情操を養う。豊かな情操を養う。豊かな情操を養う。（注１１）
とある。子供たちが日常の大半を過ごす学校の
中で、特に音楽の授業において教師が音楽をど
のように児童に提供するかによって、この「豊
かな情操を養う」という目標は達成できるかで
きないか変わる。言い換えれば教師が音楽の持
つ特性を生かし、児童が満足して、あるいは楽
しく積極的・意欲的に授業に参加できるように
しなければ、音楽の長所も十分に子供たちには
生かされず、学習指導要領の目標の達成も難し
いだろう。
　では、児童が「楽しい」と感じ、満足して意
欲的に参加できる音楽の授業は、どんな授業な
のだろうか。

２、「楽しい」ということ
　ここで「楽しい」という感情について考えて
みる。Csikszentmihalyiは、ある一つの経験が単
に快いだけのものではなく、楽しいものである
かどうかを決定するのは、経験の主体的な諸過
程の複雑な相互作用であるとしている。これは
つまり、「楽しむ」ということは「快」を感じる
ことよりも、より積極的な行為であるといえる
のではないだろうか。また、「楽しさ」は一つの
要因によって決定されないともいえる。
　また彼は、活動を楽しいものにするのは、活
動をすることそのものだけではなく、活動をす
る人がその活動をどのように感じ、解釈してい
るかということであるとしている。
　また一般的には、活動における人間の能力と
内発的満足とは結びつかない。つまり、演奏技
術の未熟な幼児でも音楽を楽しむことができる
ことを考えれば分かるように、音楽の授業での
楽しさを考えたとき、表現の技能や技術・能力
があればより満足するとは限らない。
　これらのことを考慮すれば、児童が楽しいと
感じられる授業を教師が行うためには、児童が
授業での活動についてどのように感じているの
かを、教師が理解する必要が不可欠である。
　

３、授業での楽しさ
　「楽しさ」といってもこの感情はさまざまな
面を持っている。見た目にわかりやすいもの、
わかりにくいもの、瞬間的なものや長時間続く
ものなどがあり、人によっても変化する。では、
授業での楽しさとは何だろうか。
　授業での楽しさは、学ぶ、理解することの楽
しさであろう。「わかった」「できた」という感
情は、毎日教えられる立場の児童にとっては大
きなものであろう。「わからない」という状態
が、人をいやな気分にするのは大人でも子供で
も同じである。しかしまた、できない楽しさ
（注１２）というのもある。この楽しさは一見、
前述の楽しさと異なっているようであるが、こ
の楽しさは理解することの楽しさの前に存在し
ている。つまり、挑戦する楽しさである。この
楽しさは、一度理解する楽しさを経験すると、
できないことやわからないことは、わかるよう
になれば楽しいとわかる。今はそうでなくても
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次は楽しいとわかっているなら、そこまでの課
程をいやな気持ちだけで過ごす人はいないだろ
う。単にできないことは、ただ苦しいだけであ
るということではないという認識も教師には必
要ではないだろうか。それでも、児童が今どの
ような心理状態であるのか、教師が正しく理解
する必要があることは忘れてはいけない。
　これらの二つの楽しさと似ているが、ほかに
探求する楽しさと発見する楽しさがある。これ
らの前述のもの異なる点は、前述のものは既に
存在し認められているものが主であるという点
である。
　「発見学習」という授業方法があるように、児
童が自主的に行動し、またその行動によって何
かを得たり身につけたりすることは、児童の自
主性や積極性をのばし、学習効果を上げるだけ
でなく、児童にとっても楽しいと感じさせるこ
とができるのである。

３、楽しい音楽の授業
　音楽の授業の楽しさは、他教科と共通する前
述のような楽しさもあるが、いわゆる必須の勉
強と見られない原因であろうと思われる、学ぶ
という活動は少ないように見える。本来、音楽
も学ぶ対象としては十分な教科であるのだが、
感覚によるところも多く占められるため、国語
や算数などの主要５教科に比べれば学習してい
るという行為が少ないように感じる。しかし楽
しいと感じるのは、「わかる」楽しさだけではな
い。また、「できる」という楽しさも存在する。
ほかにも音楽ならではの楽しさがある。歌を
歌ったり、楽器を演奏したりという個人でも楽
しむことのできる活動があれば、集団で楽しむ
ことのできる活動もあると考えられるだろう。
またそれらの楽しさの原因は、一つ一つが独立
しているわけではなく、相互に関係しあって
「楽しさ」を構成していると考えられる。

　解放の因子
　理解の因子
　歌うことの因子
　習慣性の因子
　楽器演奏の因子
　鑑賞の因子
　依存の因子

　創造の因子

中村めぐみ氏は「楽しい音楽の授業を目指す指
導の研究」で、音楽の授業を楽しくする因子は
以上のように示している。（注１３）
　ここでは、人間関係・環境などに関する要素
は抽出されていないが、ここで示された音楽の
授業を楽しくするための八つの因子の中で、特
に人間関係に関するであろうと考えられるもの
は、“解放の因子”“理解の因子”“依存の因子”
である。
　この三つの因子を人間関係という視点から解
釈すると、“解放の因子”は、人間関係によって
起こる疎外感や圧迫感のような束縛から子供た
ちの心が解放されることによって、音楽の授業
が楽しいと感じることができることを示してい
る。“理解の因子”は、教師と児童、また児童同
士でお互いに認めあい理解しあうことが、楽し
い音楽の授業につながるということであり、そ
して“依存の因子”は、他者に依存したり頼る
ことで自分の意志によらずに学習が自動的に進
められるので、子供たちにとって精神的に楽な
状態になり、そういうとき、楽しいと感じられ
るということであろう。
　このようなことを考えれば、授業での集団は
教師によって意図的に形成されたものが多く、
その集団自体は必ずしも児童にいい感情ばかり
をを与えないと考えられたとしても、体育の研
究で集団による楽しさの因子があったように、
音楽の授業にも集団によってもたらされる楽し
さがあると考えられる。　

４、音楽の授業における集団
　前に学校での集団を分類したが、音楽の授業
における集団は、主に次のように分けられると
考えられる。
　①集団を構成している人数によって
　②集団を構成している人によって
　③集団の目的・役割によって
　例えば、学級で二部合唱をする場合、①はそ
の学級の人数、②はすべて児童、③はパートの
数は二つ、ということになる。
　集団の構成条件が一つでも変われば、集団の
性質は変わると考えられ、その集団に対する教
師の指導や教師の態度も変えなければならない
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と考えられる。ここでも例をひくと、ある活動
をするにしても、学級の児童の数が誰かが欠席
して偶数の場合、先生がそこに加わるか加わら
ないかによって人数による力の関係は変化す
る。学級では、多数決が児童の意見が分かれた
場合、よくつかわれたりする。たった一人で
あっても、集団で対立していた場合一人は大き
な存在である。ましてや、先生は児童にとって
いつも何らかの影響を及ぼしており、その存在
は小さいとは決していえないだろう。
　教師がいる児童の集団と児童だけの集団で
は、児童の集団に対する感じ方も大きく変わる
と考えられる。

第２節　仮説の形成
　今までに集団には相反する性格があることを
述べた。集団でいることで不快感を感じたり、
苦痛を感じることがあれば、逆に集団でいるこ
とによって楽しいと感じられることもある。果
たして、音楽の授業ではこの集団のもつどちら
の性格がより強く現れるのであろうか。また、
集団によって音楽の授業の楽しさは影響される
のだろうか。影響されるとすれば、集団が変化
することによってどのように変化するのだろう
か。音楽の授業にはさまざまな活動があるた
め、その活動によって集団のもつ性格も変わる
と考えられる。
　集団はその成員によって性格が変わる。そこ
で音楽の授業の中で見られる、異なる集団を六
種類設定し、それらと比較するために一人とい
う人数の形態も設定した。これ以降、「一人」の
項目を加えた七種類の人間の集合形態を『集
団』と呼ぶことにする。
　また、男女および学年の違いによっても集団
との関わり方や『集団』に対する感じ方が異な
ると考えた。そこで、次のような仮説をたてた。
第１仮説　活動に適した『集団』形態が存在す
る。
第２仮説　性差・学年差によって児童が楽しい
と感じる『集団』形態は異なる。

第三章　調査
第１節　調査
１、調査の目的
　集団でいることによって苦痛を感じることが
あれば、快感情を感じることもある。
　児童は音楽の授業の中で、どのような『集団』
のときにどのような活動を行えば、児童は楽し
いと感じるのか。また、音楽の授業におけるさ
まざまな活動は、どのような『集団』構成に
よって生かされるのか。特に、授業の中に存在
するさまざまな『集団』によってどのように楽
しさが変化するのか、ということを明らかにし
て、音楽の授業を楽しくするための『集団』形
態や人間関係を考えたい。

２、調査の仮説
　第１仮説　
　　活動に適した『集団』形態が存在する。
　第２仮説　
　　性差・学年差によって児童が楽しいと感じ
　　る『集団』形態は異なる。

３、調査の方法
（１）調査対象
兵庫県加古川市立平岡小学校
４年生１組　３６名（男子２２名、女子１４名）
　　　２組　３６名（男子２１名、女子１５名）
　　　３組　３８名（男子２２名、女子１６名）
５年生１組　３１名（男子１４名、女子１７名）
　　　２組　３３名（男子１４名、女子１９名）
　　　３組　３４名（男子１５名、女子１９名）
　　　４組　３１名（男子１１名、女子２０名）
６年生１組　３７名（男子１９名、女子１８名）
　　　２組　３８名（男子１８名、女子２０名）
　　　３組　３７名（男子２１名、女子１６名）

兵庫県三木市立緑が丘小学校
２年生２組　２４名（男子１６名、女子８名）
４年生１組　３６名（男子１９名、女子１７名）
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兵庫県神戸市立井吹東小学校
４年生２組　３７名（男子１９名、女子１８名）

島根県境港市立境小学校
３年生竹組　３９名（男子２１名、女子１８名）
４年生梅組　３７名（男子１８名、女子１９名）
５年生梅組　２９名（男子１６名、女子１３名）
　　
　　計５５３名（男子２８６名、女子２６７名）

（２）調査期間
１９９７年１１月２６日～１２月１２日

（３）調査方法
　音楽の授業の中で見られる子どもの音楽的活
動と、また音楽の授業の中で見られると考えら
れる『集団』形態を分類し、それをもとに３５
個の調査項目を設定した。調査は質問紙形式で
行い、回答方法は５段階評定法を用いた。

（４）質問紙の回収状況
　有効回答率　９８．９％　
（有効回答部数　５５３部 /
　　　　　　　　　　　回答部数　５５９部）

　次ページにアンケートを掲載する。
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　今から、音楽の時間についていくつか聞きますので、答えてください。

　これはテストではないので、正しい答えやまちがった答えはありません。

　自分の思ったとおりに答えてください。

　音楽の時間に、こんなことがあると、あなたはどのくらい楽しいと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）年　（　　　）組　（　男　　女　）

　　

自分の気もちと同じだと思うところに、

ひとつだけ◯をつけてください。

たとえば、

　　

　　新しい曲を聞くこと　　

では、はじめましょう。

１　ひとりで曲を聞くこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

２　ひとりで歌うこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

３　ひとりで楽器をえんそうすること　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

４　ひとりで曲をつくること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

５　ひとりで楽ふの勉強をすること　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

６　友だちとふたりで曲を聞くこと　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

７　友だちとふたりで歌うこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

８　友だちとふたりで楽器をえんそうすること　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

９　友だちとふたりで曲をつくること　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

10　友だちとふたりで楽ふの勉強をすること　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

11    ３、４人のグループで曲を聞くこと　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

12　３、４人のグループで歌うこと　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

13　３、４人のグループで楽器をえんそうすること　　　　　　　　　５　４　３　２　１

14　３、４人のグループで曲をつくること　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

15　３、４人のグループで楽ふの勉強をすること　　　　　　　　　    ５　４　３　２　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うらもあります。
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16    クラスのみんなで曲を聞くこと　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

17　クラスのみんなで歌うこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

18　クラスのみんなで楽器をえんそうすること　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

19　クラスのみんなで曲をつくること　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

20　クラスのみんなで楽ふの勉強をすること　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

　　　　

21　先生といっしょにふたりで曲を聞くこと　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

22　先生といっしょにふたりで歌うこと　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

23　先生といっしょにふたりで楽器をえんそうすること　　　　　　　５　４　３　２　１

24　先生といっしょにふたりで曲をつくること　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

25　先生といっしょにふたりで楽ふの勉強をすること　　　　　　　　５　４　３　２　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

26　先生といっしょに３、４人のグループで曲を聞くこと　　　　　　５　４　３　２　１

27　先生といっしょに３、４人のグループで歌うこと　　　　　　　　５　４　３　２　１

28　先生といっしょに３、４人のグループで楽器をえんそうすること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

29　先生といっしょに３、４人のグループで曲をつくること　　　　　５　４　３　２　１

30　先生といっしょに３、４人のグループで楽ふの勉強をすること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

31　先生といっしょにみんなで曲を聞くこと　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

32　先生といっしょにみんなで歌うこと　　　　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

33　先生といっしょにみんなで楽器をえんそうすること　　　　　　　５　４　３　２　１

34　先生といっしょにみんなで曲をつくること　　　　　　　　　　　５　４　３　２　１

35　先生といっしょにみんなで楽ふの勉強をすること　　　　　　　　５　４　３　２　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　＊　音楽の時間は、すきですか。　　　　　　　　　　　　　はい　　ふつう　　いいえ

　＊　今までにピアノなどのおけいこに行ったことがありますか。　　はい　　　　いいえ

　

　これで終わりです。ぬけているところはありませんか。

　たくさんのしつもんに答えてくれてありがとうございました。
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第２節　調査の結果と考察

【分析方法】
　「とても楽しい」に５点、「まあまあ楽しい」
に４点、「ふつう」に３点、「あまり楽しくない」
に２点、「全然楽しくない」に１点を与え、集計
した後右のような分析を行った。

　
　
＜合計＞

　

＜平均＞　

　

【分析結果とその考察】
　集計結果をもとに、一人当たりの平均を算出
した。下の表は、「一人」「二人」「グルー
プ」「みんな」「先生と二人」「先生とグルー
プ」「先生とみんな」の、七種類の「集団」ご
とに各活動の点数を集計し、一人当たりの平均
を出したものである。

一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
鑑賞 1836 2092 2200 2186 1586 2012 2207
歌唱 1507 1954 2150 2237 1517 1984 2201
演奏 1518 1871 2127 2216 1599 1994 2260
創作 1467 1757 1885 1879 1525 1784 1898
勉強 1330 1583 1715 1734 1495 1683 1798
合計点 7658 9257 10077 10252 7722 9457 10364

一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
鑑賞 3.320 3.783 3.978 3.453 2.868 3.638 3.991
歌唱 2.725 3.533 3.888 4.045 2.743 3.588 3.980
演奏 2.745 3.383 3.846 4.007 2.892 3.606 4.087
創作 2.653 3.177 3.409 3.399 2.758 3.226 3.432
勉強 2.405 2.863 3.101 3.136 2.703 2.962 3.251
合計平均 13.667 16.740 18.222 18.539 13.964 17.101 18.741
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１、全体について

　

　
　上のグラフを見てわかるように、どの活動に
おいても『集団』形態によって楽しさが異なっ
ており、「先生と二人」の『集団』は、平均を下
回っている。これは、ほとんどの児童が「先生
と二人」でいることは楽しくないと感じている
ということである。

　以下、質問項目における「曲を聞くこと」を
「鑑賞」、「歌を歌うこと」を「歌唱」、「楽器の演
奏をすること」を「演奏」、「曲をつくること」を
「創作」、「楽ふの勉強をすること」を「勉強」と
して各活動における結果に考察を加える。　

　

各集団における活動別平均点
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２、各活動について
（１）「鑑賞」について
　

　

　

　上のグラフからも分かるように、「先生と二
人」の形態以外は、どのような『集団』形態で
もすべて「ふつう」より楽しい、といえる。特
に、「先生とみんな」、「グループ」、「みんな」で
鑑賞活動を行うことが楽しいといえる。
　「先生と二人」の場合、先生がそばにいるとい
う状況が、児童に圧迫感や緊張感をもたらし、
楽しくないという感情を生み出させていると考
えられる。そのような張りつめた状況は同時
に、児童を彼らにとって楽しくない、おもしろ
くない、状況におくということである。
　　

　教師が一緒にいるという同じ状況でも、「先
生とグループ」「先生とみんな」の場合の方が、
「先生と二人」よりもより楽しいと思うのは、緊
張感や圧迫感があっても、自分と同じような状
況にある友達や仲間が共にいることで、その束
縛感が緩和されるためであろうと考えられる。

「鑑賞」における各集団の平均
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（２）「歌唱」について
　
　

　七種類の『集団』形態のうち、特に点の低
かったのは、「一人」と「先生と二人」であり、
また特に点の高かったのは「みんな」「先生とみ
んな」である。
　「先生と二人」という状況は鑑賞活動と同様
な理由であると考えられる。「一人」で歌う場
合、音楽の授業においては聞き手が存在する。
歌がうまく歌えるか、失敗した場合どうしよう
という自分の歌唱に対する不安感と、自分の歌
が聞き手にどう思われるかという評価に対する
不安感に加えて、一人であることの孤独感が楽
しくないという感情を児童にもたらすと考えら
れる。
　

　「みんな」、「先生とみんな」で歌うことは、
「歌う」という親しみやすく楽器の演奏に比べ
比較的簡単で生活に根付いた音楽的行為を、学
校生活という共に共有している時間の中で特に
示し合わせて行うことで、普段よりもさらに一
体感や連帯感をもたらすために児童に楽しいと
感じさせると考えられる。

「歌唱」における各集団の平均
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（３）「演奏」について　
　
　

　「歌唱」同様、七種類の『集団』形態のうちで
特に点の低かったのは、「一人」と「先生と二
人」であり、また特に点の高かったのは「みん
な」「先生とみんな」であった。「一人」と「先
生と二人」が点が低かった理由および、「みん
な」「先生とみんな」が他よりも点が高かった理
由は、「歌唱」と同様であろう。
　

　多人数で演奏することが楽しいと感じられる
のは、一体感や連帯感が得られるためであり、
またそれぞれがパートに分かれて演奏する場
合、自分や自分たちのパートの役割を果たすこ
とで演奏がうまくできるという自己の存在感を
感じることができ、自己実現を果たすことがで
きるためであろう。
　

「演奏」における各集団の平均
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（４）「創作」について

　

　４点をこえる高い点の『集団』は見られな
かったが、他の活動と同様、「一人」「先生と二
人」の点は低かった。なかでも「一人」は全活
動、全『集団』において最低であった。これは、
「一人」で創作するという活動が、他に比べて他
人と関わることなく、自己のなかだけで完結し
てしまう活動であり、また「一人で曲を聞く」

というような受け身で終始するような行為では
なく、表現するという苦しみを伴うために楽し
くないと感じさせてしまうのではないだろう
か。

「創作」における各集団の平均

0.000

0.500

1.000

1.500

2.000

2.500

3.000

3.500

一
人

二
人

グ
ル
ー
プ

み
ん
な

先
生
と
二
人

先
生
と
グ
ル

ー
プ

先
生
と
み
ん

な

創作



鈴木ゼミ研究紀要第8号

伊藤正子43

（５）「勉強」について　

　ここでは、「一人」「二人」「先生と二人」「先
生とグループ」の四つの『集団』で低い点で
あった。また他の『集団』の点も３点代前半で
あり、「勉強」は比較的どのような『集団』にお
いてもふつう、あるいは楽しくないと児童が感
じているとわかる。
　楽譜の勉強は、小学校においては拍子・調・
強弱・音の長さ（音符）などの記号や記譜の形
式を勉強することが主である。普段の音楽の授
業でこれらを知らなければ、教科書の楽譜を何
の助けもなしに読みとることは、記号や形式が

増えてくる高学年になるにつれてより困難にな
る。しかしＭｅｙｅｒが「音楽的知覚は経験を
積んだ聴き手の感受性の強い反応に基づかねば
ならない」（注１４）と学習の重要性を述べてい
るように、音楽を自ら楽しもうとするならば、
これらの学習は避けられない。そのため教師
は、この活動における楽しい授業を工夫しなけ
ればならない。

「勉強」における各集団の平均
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【考察】
　
　以下、全体および各活動ごとの結果をもと
に、『集団』による楽しさの違いを考察する。
　「先生と二人」が他の『集団』に比べて低かっ
たが、それは先生がそばにいるという状況が、
児童に普段とは異なる圧迫感や緊張感を感じさ
せ、それが楽しいと感じさせないでいると考え
られる。授業の中で考えられる状況として、例
えば曲の鑑賞を行っているとき、教師が私語や
鑑賞以外の別の行動をしている特定の児童のそ
ばに行き、そこにじっとしていたりすることが
あるが、教師のそのような行為だけで児童のそ
の行為が止んだり曲を熱心に聞いたりするの
は、教師がそばにいるという存在感が児童に教
師がいるときとは違う圧迫感や緊張感、あるい
は束縛感をもたらしているからであり、児童は
このとき、教師を自分たちの「監視者」「処罰
者」として見ていると考えられる。上のような
状況は、児童にとって楽しくない、おもしろく
ない、という状況ということである。
　教師が一緒にいるという状況でも、「先生と
グループ」「先生とみんな」の場合の方が、「先
生と二人」よりもより楽しいと思うのは、緊張
感や圧迫感があっても、自分と同じような状況
の友達や仲間がいることで、その束縛感が緩和
されるためであろうと考えられる。中村めぐみ
氏は、「音楽の授業を楽しくするためには、まず
何よりも子供たちが、身体的にも精神的にも解
放されることが必要である」としているが、教
師はたとえ好きな先生でも児童にとっては同じ
学級の友達よりも気の置ける存在であり、児童
が教師に束縛感や制約感を感じている状況が続
く限り、楽しい音楽の授業は成立しない。
　次に、低かった「一人」であるが、歌ったり
演奏したりという自分を表現するという活動に
は、その表現に対する受け手が存在する。失敗
した場合どうしようという自分に対する自信の
なさや不安感と、みんなにどう思われるかとい
う評価に対する不安感に加えて、一人であるこ
との孤独感が加わり、楽しくないと児童は感じ
てしまうと考えられる。歌でも演奏でも一人で
発表させる場合、児童の感情を的確に読みとっ
て不安がったり自信のなさそうな児童には励ま
しを与え、演奏後は良かったところをほめ、児

童に演奏に対する自信と、音楽に対する興味関
心をのばすことができるようなことばがけをす
ることが必要である。またみんなで行う場合
は、全体をみると同時に個人やパートにも適切
な注意を払い、全体をまとめる必要がある。
　しかし、高学年ほど一人で曲を聞くことが他
の学年よりも楽しいと感じているという結果が
出たように、曲を聞いたり楽譜の勉強をしたり
という、歌ったり演奏することよりも比較的受
け身的な活動や、歌うことや演奏することに比
べ、曲をつくるというはっきりとわかる結果だ
けではない活動は、集団の人数によって楽しさ
はあまり左右されない。
　他の『集団』に比べ高かったのは「みんな」、
「先生とみんな」であった。みんなで全く同じ
活動を、「みんなでやる」という意識を持って
行うことで、普段よりもさらに仲間意識や同士
という気持ちが強まり、一体感や連帯感を感じ
させるために、児童が楽しいと思うと考えられ
る。また、特にパートに分かれる場合、自分の
役割を果たすことで全体に成功、あるいは満足
感をもたらすということが、自己の存在意義を
本人に感じさせることができ、自己実現を図ら
せることができる。しかし、グループに分かれ
て演奏するときのように、自分のパートが自分
だけであったりすると、児童は「一人」のとき
と同じような不安感を感じることもある。
　教師は児童の存在を『集団』の形だけではな
く、その児童と置かれている状況から児童が
今、どのように感じているのかを判断し、どう
すれば児童が楽しく音楽の授業を受けられるよ
うなるかを常に考えて、授業を行わなければな
らない。

【第１仮説の検証】
　ここで第１仮説の検証を行う。今まで述べた
考察から、児童はそのおかれた状況（『集団』）
によって異なった感情を持っていることがわか
る。音楽の授業における活動も、さまざまであ
り、それぞれに性格が異なるため、適している
『集団』形態も異なると考えられる。しかし児
童のほとんどが楽しいと感じていても、ある児
童はおもしろくないと感じることもある。また
児童にとっては楽しくても、教師にとっては
「ここでは一人でやってほしい」と考えるよう
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な、望ましくない『集団』も存在してしまうよ
うに、ある活動にはこの『集団』形態、という
ように絶対的なものはない。
　よって第１仮説「活動に適した『集団』形態
が存在する」は、ほぼ成立するといえる。

＜平均（男女別）＞

３、性差について

　『集団』による楽しさの違いが、男女によって
どう異なるかを明らかにするため、男子と女子
の調査結果を比較した。結果が左の表である。
　これによるグラフは以降に掲載する。

一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
鑑賞 男子 3.070 3.465 3.776 3.741 2.441 3.297 3.713

女子 3.588 4.124 4.195 4.180 3.322 4.004 4.288
歌唱 男子 2.465 3.269 3.661 3.850 2.336 3.241 3.696

女子 3.004 3.816 4.131 4.255 3.180 3.959 4.285
演奏 男子 2.409 2.958 3.528 3.671 2.448 3.189 3.804

女子 3.105 3.839 4.187 4.367 3.367 4.052 4.390
創作 男子 2.402 2.958 3.199 3.140 2.350 2.888 3.171

女子 2.921 3.412 3.633 3.674 3.195 3.588 3.712
勉強 男子 2.017 2.395 2.783 2.846 2.262 2.675 2.909

女子 2.820 3.363 3.442 3.446 3.176 3.438 3.618
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各活動における各集団の平均
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「鑑賞」における各集団の平均
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「創作」における各集団の平均
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「演奏」における各集団の平均
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「勉強」における各集団の平均
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【結果と考察】
　男女で比較すると、活動によってその差の大
小に違いはあり、「鑑賞」「歌唱」が小さく、「勉
強」が他に比べて大きいが、全体的にどの活動
も男子より女子の方が下回っている。
　男女ともに「グループ」「みんな」「先生とみ
んな」が高く、男女の違いにかかわらず、一緒
に活動する人数は多い方が、児童は音楽の授業
は楽しいと感じているといえる。
　またどちらかといえば、男子の方が女子より
も『集団』によって楽しさの変化は大きくなっ
ている。最高点と最低点の差を調べたところ、
以下の表のようになった。どの活動において
も、男子の方が女子より最高点と最低点の差が
大きくはないがひらいている。このことから、
男子に比べて女子の方が、『集団』の形態にかか
わらず音楽の授業を楽しいと感じることができ
るといえよう。
　男子は、調査を行った対象のなかでも、ピア
ノを習ったりして授業以外に音楽的な活動をし
ている児童は女子よりも少ない。また、高学年
は特に、男子よりも女子の方が音楽が得意であ
るというイメージがある。しかし音楽的経験が
ないために音楽の授業が女子よりも楽しいと感
じにくいと一概にはいえない。

津守由加氏によれば、男子は女子に比べて「経
験に基づいて音楽をこなすことより、自らで
やってみようという方が好まれる」（注１５）と
述べている。これを考慮すると、男子は興味・
関心をもてる教材や活動であれば音楽の授業を
楽しいと思うことができると考えられ、そのた
め特に楽しそう、おもしろそうと思いにくい
「勉強」が女子に比べて低かったのではないだ
ろうか。
　また、「鑑賞」が小さかったのは「曲をきく」
という行為が受け身的・消極的で、児童にとっ
て男女や集団の状態にもかかわらず、楽な状態
であると感じているからではないだろうか。鑑
賞とは、本来ある作品を意識を働かせて聴くと
いう積極的な行為である。（注１６）教師はただ
楽な状態による楽しさではなく、積極的な行動
による音楽の楽しさを児童に感じさせなければ
ならない。そのため自己完結してしまわない、
授業で曲を聴くという活動ならではの楽しさを
感じられる授業を行わなければならない。
　「歌唱」の差が小さかったのは、前にも述べた
ように『集団』にかかわらず「歌う」という行
為が親しみやすく、楽器を演奏するよりも技術
を必要としないために、音楽的経験のあるなし
にかかわらずにでき、また、緊張するとうまく
歌えないことからわかるように、歌うことで緊
張感が解け、男女ともに解放された状態になる
のではないだろうか。

　

各活動の最高 各活動の最低 差
男子 鑑賞 グループ 3.776 先生と二人 2.441 1.336

歌唱 みんな 3.850 先生と二人 2.336 1.514
演奏 先生とみんな 3.804 一人 2.409 1.395
創作 グループ 3.199 一人 2.402 0.797
勉強 先生とみんな 2.909 一人 2.017 0.892
平均 3.477 2.321 1.156

女子 鑑賞 先生とみんな 4.288 先生と二人 3.322 0.966
歌唱 先生とみんな 4.285 一人 3.004 1.281
演奏 先生とみんな 4.390 一人 3.105 1.285
創作 先生とみんな 3.712 一人 2.921 0.790
勉強 先生とみんな 3.618 一人 2.820 0.798
平均 4.058 3.034 1.024
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４、学年差について
　発達の違いによって音楽の授業における楽し
さが異なるかどうかを明らかにするために調査
結果を学年によって比較した。

【集計結果】

＜平均（活動別）＞
　

これによるグラフは以降のページに掲載した。

２年 一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
鑑賞 3.042 3.208 3.542 4.000 2.958 4.000 4.500
歌唱 2.958 3.500 3.708 4.000 2.708 3.917 4.542
演奏 3.208 3.333 3.875 4.000 3.042 3.792 4.417
創作 3.542 3.125 3.500 3.500 2.875 3.875 4.000
勉強 2.708 2.875 3.375 3.292 2.875 3.375 3.917

３年 一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
鑑賞 2.769 3.692 4.436 4.359 3.282 4.051 4.436
歌唱 2.000 2.949 3.923 3.923 2.846 3.744 3.923
演奏 2.692 3.692 4.282 4.333 3.231 4.102 4.205
創作 3.051 3.462 3.744 3.641 3.128 3.641 3.564
勉強 2.154 2.692 3.051 3.128 2.897 3.051 3.308

４年 一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
鑑賞 3.155 3.695 3.855 3.864 2.873 3.695 3.945
歌唱 2.695 3.532 3.832 4.077 2.882 3.682 3.923
演奏 2.791 3.536 4.005 4.182 3.091 3.800 4.132
創作 2.691 3.264 3.450 3.500 2.877 3.286 3.564
勉強 2.509 2.923 3.177 3.273 2.845 3.205 3.509

５年 一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
鑑賞 3.392 3.911 4.019 3.975 2.703 3.551 3.911
歌唱 2.696 3.627 3.949 4.082 2.620 3.538 4.032
演奏 2.747 3.506 4.146 4.291 2.778 3.709 4.171
創作 2.487 3.165 3.475 3.367 2.677 3.190 3.354
勉強 2.354 2.973 3.133 3.133 2.614 3.025 3.127

６年 一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
鑑賞 3.813 3.920 4.009 3.938 2.750 3.429 3.929
歌唱 3.027 3.616 3.902 3.973 2.616 3.438 3.929
演奏 2.857 3.348 3.759 4.018 2.732 3.429 3.991
創作 2.446 2.974 3.098 3.134 2.482 2.884 3.116
勉強 2.277 2.723 2.902 2.920 2.482 2.679 2.946
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各集団における平均
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一人 二人 グループ みんな 先生と二 先生とグ 先生とみ
２年 15.458 16.042 18.000 18.792 14.458 18.958 21.375
３年 12.667 16.487 19.564 19.385 15.385 18.590 19.436
４年 13.841 16.950 18.318 18.895 14.568 17.668 19.073
５年 13.677 17.146 18.722 18.848 13.392 17.013 18.595
６年 14.420 16.545 17.670 17.982 13.063 15.857 17.911

＜平均（全体）＞
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「鑑賞」における各集団の平均
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「歌唱」おける各集団の平均
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「演奏」における各集団の平均
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「創作」における各集団の平均
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「勉強」における各集団の平均
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【結果と考察】　
　学年による違いは、「二人」「グループ」「みん
な」においては特に大きな違いは見られなかっ
たが、それ以外の、特に「先生とグループ」「先
生とみんな」では、学年があがるにつれて次第
に楽しいと感じにくくなっている。

＜各学年の最高と最低＞
　

　各学年ごとに最低点と最高点の差を調べたと
ころ、左の表のようになった。
差が学年が上がるにつれて小さくなっているた
め、学年があがるにつれて楽しさは『集団』に
左右されにくくなるといえる。

最高 最低 差
２年　先生とみんな 21.375 先生と二人 14.458 6.917
３年 グループ 19.564 一人 12.667 6.897
４年 先生とみんな 19.073 一人 13.841 5.232
５年 みんな 18.595 先生と二人 13.392 5.203
６年 みんな 17.911 先生と二人 13.063 4.848
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　活動別に見ると、「鑑賞」においては、２、３
年生に比べ、５、６年生は「一人」や「二人」の
少ない人数でも楽しいと感じている。発達の段
階を考えると、低学年は高学年に比べ「所属の
欲求」が強い。また、高学年になるにつれて自
立心が育つため、「鑑賞」のような特に能動的で
ない活動は、一人ですることにも不安感が少な
いと思われる。
　「歌唱」「演奏」「勉強」は共に、『集団』の違
いによって同じような変化をしている。また、
その値も近い値を示しているため、この三つの
活動は、学年による違いはあまりないといえ
る。
　「歌唱」「演奏」は心身を解放し、またそれら
の音楽は自己表現の表現としてしばしば言語よ
りも雄弁に語ることができる。また、人間は新
しい事物や事象に絶えず関心を持ち、これらに
働きかけていっそうの情報をひきだそうとして
いる。この知的好奇心（注１７）は発達段階に
よって差があっても、必ず持っているものであ
り、「勉強」はこの知的好奇心を満足させること
ができる。これらの三つの活動は、このような
理由で学年によって差があまりないと考えられ
る。
　「創作」は他の活動に比べると学年によって
少し差があり、『集団』によって楽しいという感
じ方が異なっている。また、２年生は他の学年
と比べ、一人で曲をつくることに抵抗を感じに
くい。学校や学年によって具体的にどのような
創作活動がなされているかによって、楽しさも
変わると思われる。今回１年生に調査できな
かったため、はっきりと結論付けはできない
が、発達段階があがるにつれて自己満足の域か
ら脱し、承認の欲求を得たいと思うようになる
ために、高学年ほど一人より複数の方が楽しい
と感じるのではないかと考えられる。

【第２仮説の検証】
　これまでに男女の違い、学年の違いによって
考察してきた。男子が女子よりも音楽が楽しい
とは感じていないことはある程度予想していた
が、女子の方が男子よりも音楽の授業の感じ方
が『集団』の違いによって左右されないという
ことは意外であった。また、発達段階によって
児童の考えや感じ方が変わるため、学年によっ

て『集団』に対する関わり方や捉え方が異なり、
活動によっては学年の差がみられるところも
あった。　
　今までの考察により、第２仮説「性差・学年
差によって児童が楽しいと感じる集団形態は異
なる。」は一部成立する。また、学年ごとに楽し
いと感じる『集団』形態は、活動によっても異
なるといえる。

第３節　まとめ

　これまでに、音楽の授業における楽しさが
『集団』によって変わるということについて、考
察してきた。
　学校における集団には、集団によってさまざ
まな性格がある。そしてそれ以前に、個人の集
まりである集団は、現在も研究が続けられてい
るように、ざまざまな性質・特性をもっている。
学校という場所で複雑な、大人の集団とは違う
変化しやすい集団に対して接していくには、そ
の接し方も変わる必要がある。授業の内容が進
度によって異なるように、授業の方法、行い方
も同様である。楽しい音楽の授業をするために
は、さまざまな児童がそれぞれにもっている、
さまざまな特性を考慮しなければならない。ま
た、活動の種類・男女の違い・学年の違いに
よってさまざまな変化をする「楽しさ」は、他
に授業を行う教師によっても当然大きく異なっ
てくると考えられる。社会の変化によって集団
を構成する個人が変化するのであるから当然、
集団とはつかみどころのないものである。例え
ば毎年同じ学年を担当しても、同じように教育
することはできない。しかし「ソシオメトリー
（sociometory）」という集団内の成員の相互関係
や集団構造を記述・分析・評価するため（注１
８）のＭｏｒｅｎｏの理論のような手法を使う
ことによって、またこのような方法を使わない
でも、その集団と積極的に関わり、また集団内
の個人とも関わることで、集団を把握すること
は十分可能である。学校生活の基盤となってい
る集団のもつ性格をある程度つかんでしまえ
ば、それはその集団に対する教師の大きな助け
になるだろう。
　例えば、集団成員相互の類似性を生み出す力
である、斉一性への圧力（pu r e s s u r e   t o
uniformity）に対して、集団成員が同調していく
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同調行動（coformity）という性質がある。（注１
９）この研究者であるＡｓｃｈの実験で１２回
中一人平均３～４回、同調行動を示しているよ
うに、教師が集団の特徴をとらえていれば、例
えばうまく歌を歌わないといわれるクラスでも
歌をうまく歌わせることはできるのである。特
に「歌唱」のように全員が全く同じ活動をする
場合、この同調行動は重要なのではないだろう
か。また授業だけでなく、静かに話を聞かせた
いときなどにも同じことがいえる。
　今回の研究では、音楽の授業での楽しいと感
じる感じ方は、その活動を行う『集団』によっ
て異なり、また、同じ『集団』であっても活動
によって感じ方が変わる事がわかった。いくつ
かの『集団』の形態のうち、ほとんどの児童が
「一人」や「二人」よりも多い人数の方が楽しい
と答えたのは、それぞれの個人の考え方や感じ
方の違い、つまり個性の多様さに触れたり、逆
にその多様さを持ち合わせた集団の中で共有す
ることができる一体感を等しく感じることがで
きるということが、児童を楽しいという気持ち
にさせるのではないだろうか。
ただし、少数ではあったが、「一人」や「先生と
二人」の方が楽しいという意見もあった。児童
は全員、「みんな」でする方が楽しいと感じてい
る、と、児童をひとくくりにして考えてしまう
ということは、それこそ、児童の集団としての
認識が違っているといえるのではないだろう
か。集団はあくまで個人の集まりであり、個人
の集まりが集団であるという認識が大切なので
はないかと私は考える。
　授業においての『集団』構成もさまざまな条
件によって変化するという結果は、我々が周囲
の人間関係に限らない環境や状況から影響を受
けて変わっていくことを考えれば、当然ともい
える結果である。また男女の違いや学年の違い
によっても同じであったことも、日々あるいは
一日の中でも人間の考え方や感じ方が変わりう
ることを考えればわかる。しかしその事実を、
学校の中で教師は、見落としがちになってしま
うのではないだろうか。それは、教師が日常の
忙しさに文字どおり忙殺され、ゆとりが持てな
くなりがちであるからかもしれない。しかし周
囲の状況に敏感に反応する児童に反応できない
ようでは、教師の資格があるとはいえない。児

童理解とそれに基づく授業によって「楽しい音
楽の授業」は成り立つのではないだろうか。

第４節　今後の課題
今後の課題としては、本研究で学んだことや考
えたことをさらに深めていきたい。そしてその
なかで実際にそれぞれの『集団』としての児童
と、個人としての児童に対する授業の方法を模
索していきたいと思う。　

おわりに
　学校生活というものは、決して一人だけで送
ることはできません。それは、大学でも、小学
校でも同じです。さまざまな人と関わり合うこ
とで、自分も変わり、周囲も変わっていきます。
児童がより良い方向へ成長できるように、教師
は児童ひとり一人と、児童の小さな社会として
の彼らの集団を導いていかなければいけませ
ん。しかし、それは簡単なことではありません。
思うように動いてくれないことはしばしばあり
ます。逆に、思いがけない、うれしい行動をし
てくれることもあります。音楽の授業では、児
童が歌ってくれなかったり、静かに曲を聞いて
くれなかったりします。一体どうすれば児童が
教師の願うように行動してくれるのか、児童は
どのようなことを楽しいと感じているのか、と
いう疑問から、この研究は始まりました。
　研究を進めれば進めるほど、この研究の深さ
に道のりの遠いことをひしひしと感じました。
この研究をきっかけにこの研究を深め、また
もっとさまざまなものに目を向けて、　「知的好
奇心」を膨らませていきたいと思います。
　今回の研究にあたっては、多くの方々のご協
力をいただきました。アンケートを行うにあ
たって、急な依頼にも関わらず快く引き受けて
くださった、近都美直子先生、寺田英子先生、
橋本里美先生、大西小百合先生、そして児童の
みなさん、お忙しい時期にご協力いただき、心
よりお礼申し上げます。また、多くの助言と励
ましをくださった同ゼミの中野さん、谷口さ
ん、薬袋さん、大熊さん、松阪さん、そして多
くの友人・知人に感謝いたします。
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　最後になりましたが、本研究にあたって惜し
みない寛大なご指導とご助言をくださいました
鈴木寛先生に心より感謝いたします。本当にあ
りがとうございました。

　　　　　　　　　　　
　　　　１９９８年　１月２０日　　伊藤正子
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